
   

 
 

 
令和 ４ 年 １０月 ３１日 

総合政策局交通政策課 

 

第１３回 大都市交通センサス調査（速報版）の公表について 

～ 三大都市圏の鉄道の利用実態に関する調査結果 ～ 

 

国土交通省は、首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏における鉄道、バスの利用実態を

把握し、公共交通施策の検討に資する基礎資料の提供を目的として、大都市交通センサス

調査を昭和３５年以来５年ごとに実施しております。 

今般、令和３年に実施した調査結果を速報版として取りまとめましたので公表します。 

 

１．調査内容 

定期券発売実績調査、鉄道ＩＣカード調査 

 

２．調査結果の主な概要 

（１）鉄道定期券発売枚数（定期券発売実績調査） 

    定期券の発売枚数は、首都圏６３７万枚、中京圏７２万枚、近畿圏は２３１万枚でした。

全ての圏域で前回調査から約２－３割減少しました。 

 

（２）市町村間流動（鉄道ＩＣカード調査） 

    鉄道ＩＣカードによる一日あたり乗車回数（定期券の利用を除く）は、首都圏１，４００

万件、中京圏７９万件、近畿圏４３６万件でした。 

 

３．調査方法の変更について 

第 12 回調査までは、駅において鉄道利用者の皆様に紙の調査票を配布し、郵送等にて回収した

うえで拡大する手法にて調査を実施（サンプル調査（３２万件））しておりましたが、今回調査に

おいては、コロナ感染症の感染状況を踏まえ、鉄道ＩＣカードの利用実績をもとに集計する手法

（非接触かつ全数調査（１，９１５万件））に変更しております。このため、標本誤差のない結果

が得られるようになりました。なお、調査手法が異なることから、従前の調査との比較をする場合

には注意が必要です。 

 定期券発売実績調査については、調査方法の変更はありません。 

 

お問い合わせ先： 国土交通省総合政策局交通政策課 赤星、山下 
TEL：（03）5253-8111 （内線 54702、54704） 直通 ：（03）5253-8275 
FAX:  (03) 5253-1513 
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はじめに 

 「大都市交通センサス」は、首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏における大量公共交通機関の

利用実態を把握し、広域交通圏における公共交通ネットワークの利便性の向上、交通サービスの改

善等の公共交通政策の検討に資する基礎資料の作成・提供を目的として、昭和 35 年以来５年ごと

に実施してきました。 

 本速報版は、令和３年に実施した第 13 回大都市交通センサスで得られた調査結果のうち、令和

４年 10 月時点の集計結果を速報版としてとりまとめたものです。 

 今後、さらにデータ整備を進め、全ての集計結果については令和５年３月に公表する予定です。 

 本調査の実施にあたり、多大なご協力をいただいております各事業者の皆様方に対し、あらため

てお礼申し上げます。 

 

※本資料に掲載している集計結果はいち早く調査結果をお知らせするため、速報値を公表しています。

精査を踏まえた確定値とでは値が異なることがあります。 
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・第 13 回大都市交通センサスは、定期券発売実績調査と鉄道 ICカード調査により構成されていま

す。令和 3年 12 月に調査を実施しました。 

・いずれも事業者を対象としており、鉄道利用者への調査は行っておりません。 

・第 12 回調査までは、駅において鉄道利用者の皆様に紙の調査票を配布し、郵送等にて回収した

うえで拡大する手法にて調査を実施（サンプル調査（３２万件））しておりましたが、今回調査に

おいては、コロナ感染症の感染状況を踏まえ、鉄道ＩＣカードの利用実績をもとに集計する手法

（非接触かつ全数調査（１，９１５万件））に変更しております。このため、標本誤差のない結果

が得られるようになりました。なお、調査手法が異なることから、従前の調査との比較をする場

合には注意が必要です。 

・令和４年１月に予定していた大都市圏の住民の皆様へのアンケート調査については、当時の感染

状況を踏まえ実施しておりません。 
 
 

  

第 13 回大都市交通センサス実態調査の内容 
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調査結果の概要 

Ⅰ 鉄道定期券発売枚数（定期券発売実績調査） 

 
図 鉄道定期券発売枚数の推移 

      ※「定期券発売実績調査」結果（調査時点で有効な通勤・通学定期券の発売枚数を集計）。 
 

Ⅱ 市町村間流動（鉄道ＩＣカード調査） 

①発生量（発駅分布） 

【首都圏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

680 751 683 719
530

52 53 56 56 48
250 237 222 226 183

195
198

170 170

107

33 32 34 32 24

89 81 76 77
48

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000

平成12年平成17年平成22年平成27年 令和３年 平成12年 平成17年平成22年平成27年令和３年 平成12年 平成17年 平成22年平成27年令和３年

首都圏 中京圏 近畿圏

定

期

券

発

売

枚

数
（
万

枚
）

875

637

890853
949

7288898585

231
298318338 303

通勤 通学

通勤 通学

中京圏

通勤 通学



   

- 3 - 

 

【中京圏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近畿圏】 
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②集中量（着駅分布） 

 

【首都圏】 
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【中京圏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近畿圏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


